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讃
五
経
正
義
札
記
　
(
五
)

-
李
学
勤
主
編
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
(
繁
体
版
)
』
管
見
-

7
　
李
学
勤
主
編
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
(
繁
体
版
)
』
管
見

前
稿
札
記
(
四
)
で
は
、
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
委
員
会
(
李
学
勤
主
編
)
『
標

点
本
十
三
経
注
疏
(
簡
体
版
)
』
を
瞥
見
し
た
が
、
そ
の
後
「
二
〇
〇
〇
年
十
二

月
」
奥
付
の
　
「
繁
体
版
」
が
継
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
筆
者
が
こ
れ
を
入
手
し
た

の
は
今
年
七
月
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
た
び
も
充
分
に
時

間
を
か
け
る
余
裕
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
稿
で
検
討
し
た
箇
所
を
も
と
に
こ

の
　
「
繁
体
版
」
　
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
繁
体
版
」
　
の
段
階
で

の
若
干
の
補
正
等
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
前
稿
で
筆
者
が
見
落
と

し
て
い
た
部
分
も
判
明
し
た
の
で
、
こ
れ
を
札
記
(
五
)
　
と
し
て
ま
と
め
て
み

た
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
稿
の
最
後
に
、

こ
の
た
び
の
標
点
本
の
出
版
に
よ
っ
て
　
「
十
三
経
注
疏
」
が
極
め
て
読
み

や
す
い
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
初
学
の
者
の
み
な
ら
ず
経
学
研
究
の
徒
に

は
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。
経
書
・
経
学
に
と
っ
て
は
快
挙
と
い
う
べ
き

野
間
　
文
史

ノ

で
あ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
続
く
　
「
繁
体
版
」
　
は
縦
組
み
で
、
も
う
少
し
大
き

い
活
字
で
出
版
さ
れ
ん
こ
と
を
。

と
記
し
た
が
、
「
繁
体
版
」
　
全
二
十
六
冊
は
堅
牢
な
精
装
本
で
、
活
字
は
大
き

く
、
し
か
も
縦
組
み
に
組
ま
れ
て
お
り
、
筆
者
が
願
っ
て
い
た
通
り
に
な
っ
て

い
た
の
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

ま
た
前
稿
冒
頭
で
、

か
つ
て
顧
韻
剛
氏
を
中
心
と
し
て
企
画
刊
行
さ
れ
た
「
校
点
本
二
十
四
史
」

が
、
い
ま
や
研
究
者
の
間
で
定
本
化
さ
れ
た
の
と
同
様
な
こ
と
が
、
は
た

し
て
こ
の
　
「
標
点
本
十
三
経
注
疏
」
　
に
も
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味

深
い
問
題
で
あ
る
。

と
述
べ
た
も
の
の
、
「
簡
体
版
」
に
つ
い
て
は
そ
の
判
断
を
留
保
し
て
お
い
た
。

そ
し
て
こ
の
た
び
の
　
「
繁
体
版
」
　
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、
筆
者
の
判
断
で

は
、
こ
れ
が
今
後
の
研
究
者
に
と
っ
て
充
分
に
「
定
本
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
う
い
う
前
提
に
立
っ
た
う
え
で
、
以
下
に
述
べ
る
若
干
の
問
題
点
は
、
こ

の
　
「
繁
体
版
」
を
　
「
定
本
」
　
と
し
て
利
用
す
る
際
の
、
い
わ
ば
注
意
事
項
と
見
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な
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
が
多
々
有

る
で
あ
ろ
う
が
、
将
来
、
も
し
本
　
「
札
記
」
を
ま
と
め
る
機
会
が
有
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
際
に
は
整
理
し
直
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇

さ
て
　
「
繁
体
版
」
　
も
そ
の
　
「
整
理
し
方
法
は
基
本
的
に
　
「
簡
体
版
」
と
変
わ

ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
た
だ
単
純
に
簡
体
字
を
繁
体
字
に
置
換
し
、
横
組
み
を

縦
組
み
に
組
み
替
え
た
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
、
そ
の
具
体
例
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
検
討
中
で
も
言
及
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
一
点
だ
け
、
「
凡
例
」
軒
の
　
「
校
勘
」
　
の
項
に
関
し
、
孫
詮
譲
『
十

三
経
注
疏
校
記
』
に
加
え
て
、

系
統
地
参
考
井
吸
収
了
活
人
有
閑
十
三
経
注
疏
一
些
代
表
作
的
成
果
。

と
し
て
以
下
の
諸
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

孫
星
術
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』

李
道
平
『
周
易
集
解
纂
疏
』

王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』

馬
瑞
辰
『
毛
時
伝
箋
通
釈
』

孫
論
議
『
周
蔵
正
義
』

胡
培
翠
『
儀
鵡
正
義
』

朱
　
彬
『
頑
記
訓
纂
』

洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
詰
』

陳
　
立
『
公
羊
義
疏
』

鍾
文
系
『
穀
梁
補
注
』

劉
宝
楠
『
論
語
正
義
』

皮
錫
瑞
『
孝
経
鄭
注
義
疏
』

焦
　
循
『
孟
子
正
義
』

赫
怒
行
『
爾
雅
義
疏
』

い
わ
ゆ
る
清
朝
の
新
疏
を
参
考
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸

文
献
は
　
「
経
」
　
「
伝
」
　
「
注
」
　
文
の
校
勘
は
と
も
か
く
、
「
疏
」
　
文
に
は
あ
ま
り

有
効
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
さ
ら
に
、

搾
要
吸
収
近
現
代
學
術
界
有
閑
的
校
勘
、
輯
詮
、
考
異
、
正
誤
等
方
面
的

成
果
。

と
い
う
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
「
凡
例
」
　
中
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な

い
け
れ
ど
も
、
阪
元
「
校
勘
記
」
　
以
降
の
校
勘
の
成
果
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
前
稿
に
挙
げ
た
例
に
沿
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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◇

前
稿
の
岡
山
(
周
易
正
義
宇
○
苧
簡
体
版
9
7
頁
・
繁
体
版
〓
望
貝
)
・
阿
山
(
論

語
注
疏
-
主
い
a
・
簡
体
版
1
9
8
頁
・
繁
体
版
二
二
四
き
・
圀
(
論
語
注
疏
】
甲
占
訂
・
簡

体
版
2
5
2
頁
・
繁
体
版
二
八
八
貢
)
は
玩
元
本
に
優
る
善
本
の
例
の
紹
介
で
あ
っ
た
が
、

も
ち
ろ
ん
　
「
繁
体
版
」
　
で
も
、
こ
の
例
は
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
。
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た
だ
玩
元
「
校
勘
記
」
が
言
及
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
依
拠
し
て

修
正
を
施
す
こ
と
、
「
凡
例
」
　
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
『
周
易
正
義
』
か

ら
一
例
挙
げ
て
み
よ
う
。

岡
山
九
三
、
成
其
股
、
執
其
随
、
往
事
。
〔
股
之
烏
物
、
随
足
者
也
。
進
不
能

制
動
、
退
不
能
静
虞
、
所
感
在
股
、
志
在
随
人
者
也
。
志
在
随
人
、
所
執

亦
以
枝
臭
。
用
斯
以
往
、
者
其
宜
也
。
〕
　
*

象
日
、
「
成
其
股
」
、
亦
不
慮
也
。
志
在
随
人
、
所
執
下
也
。

【
琉
]
正
義
日
、
「
成
其
股
、
亦
不
慮
也
」
者
、
非
但
進
不
能
制
動
、
退
亦
不

能
静
虞
也
。
「
所
執
下
」
者
、
既
「
志
在
随
人
」
、
是
其
志
意
所
執
下
賎

也
。
(
周
易
正
義
〇
千
〇
旨
・
(
)
〕
a
)

こ
の
箇
所
に
附
さ
れ
た
阪
元
　
「
校
勘
記
」
　
に
、

吉
其
宜
也
　
此
下
十
行
本
・
閥
・
監
・
毛
木
並
脱
去
正
義
一
段
。
今
按
鏡

本
・
宋
本
錬
之
於
下
。
「
正
義
日
、
成
其
股
、
執
其
随
、
往
事
者
、
九
三

虜
二
之
上
、
特
高
至
股
。
股
之
鳥
鱒
、
動
静
陪
足
、
進
不
能
制
足
之
動
、

退
不
能
静
守
其
虜
。
股
是
可
動
之
物
、
足
動
則
随
、
不
能
目
盛
、
常
執
其

随
足
之
志
、
故
云
、
成
其
股
、
執
其
随
。
施
之
於
人
、
目
元
換
持
、
志
在

随
人
、
所
執
卑
下
、
以
斯
而
往
、
即
事
之
道
、
放
言
往
古
」
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
十
行
本
以
下
の
諸
版
本
に
は
長
文
の
脱
字
が
存
在
し

て
い
る
。
し
か
し
「
整
理
本
」
(
簡
体
版
1
4
1
貢
・
繁
体
版
一
芸
頁
)
で
は
、
こ
れ
を

補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

九
三
:
威
其
股
,
執
其
随
,
往
昔
。
股
之
鳥

物
.
随
足
者
也
。
進
不
能
制
動
,
退
不
能
静
虚
の
.
所
感
在
股
,

「
志
在
随
人
」
者
也
。
「
志
在
随
人
」
.
所
執
亦
以
腐
臭
。
用
斯

以
往
.
音
其
宜
也
。
　
【
疏
】
正
義
日
:
「
成
其
股
執
其
随
往

昔
」
者
,
九
三
虚
二
之
上
,
特
高
至
股
。
股
之
属
僚
,
動
静
随

足
.
進
不
能
制
足
之
動
.
退
不
能
静
守
其
虞
。
股
是
可
動
之

物
,
足
動
則
随
.
不
能
白
虎
.
常
軌
其
随
足
之
志
,
故
云
「
成
其

股
執
其
随
」
。
施
之
於
人
,
目
元
操
持
,
志
在
随
人
.
所
執
卑

下
.
以
斯
而
往
.
邦
吉
之
道
.
故
言
「
往
昔
の
」
。
象
日
:

「
威
其
股
」
,
亦
不
慮
也
。
志
在
随
人
,
所
執
下

也
。
【
疏
冨
義
日
三
成
其
股
亦
不
慮
也
」
者
,
非
但
進

不
能
制
動
,
退
亦
不
能
静
虞
也
。
「
所
執
下
」
者
.
既
「
志
在
随

人
」
,
是
其
志
意
所
執
下
應
也
。

の
　
「
琉
正
義
日
」
至
「
放
言
往
巷
」
一
首
孝
二
字
原
無
.
按
匠

枝
‥
「
十
有
本
、
輿
盟
、
毛
木
並
脱
去
正
義
.
一
段
.
今
裸

餞
本
、
米
本
録
之
於
下
。
」
捜
禰
「
正
義
日
」
至
「
放
言
往

事
」
一
首
零
一
字
,
並
捜
会
書
燈
例
補
会
「
疏
」
字
。

た
だ
し
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
阪
元
が
見
る
に
及
ば
な
か
っ
た
善
本
の
利

用
は
や
は
り
無
い
よ
う
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
『
論
語
注
疏
』
か
ら
も
う

一
例
挙
げ
て
み
よ
う
。
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阿
皿
子
日
夷
秋
之
有
君
不
知
諸
夏
之
亡
也
〔
包
日
詰
夏
中
國
亡
無
也
〕

[
疏
]
子
日
夷
秋
之
有
君
不
如
諸
夏
之
亡
也
○
正
義
日
此
章
言
中
国
機
義
之
盛

而
夷
秋
無
也
學
夷
秋
則
戎
攣
可
知
諸
夏
中
国
也
亡
無
也
言
夷
秋
錐
有
君
長

而
無
稽
義
中
國
雄
偶
無
君
若
周
召
共
和
之
年
而
種
義
不
慮
故
日
夷
秋
之
有

君
不
如
諸
夏
之
亡
也
○
注
包
日
詰
夏
中
国
○
正
義
日
此
及
関
元
年
左
氏
侍

●

皆
言
諸
夏
蚕
四
年
左
倖
貌
緯
云
諸
夷
必
叛
華
夏
皆
謂
中
國
而
謂
之
華
夏
着

夏
大
也
言
有
鵡
儀
之
大
有
文
章
之
華
也
。
(
論
語
疏
○
㌣
已
b
)

右
は
阪
刻
本
、
左
は
宋
版
に
も
と
づ
い
て
句
読
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
の
例
の
場
合
、
宋
版
を
見
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
嚢
公
四
年
の
伝
文

に
当
た
ら
な
く
て
も
、
文
脈
の
上
か
ら
少
な
く
と
も
　
「
夷
」
字
が
　
「
華
」
字
の

誤
り
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

●

○
注
諸
夏
至
近
也
○
正
義
日
、
此
言
「
諸
夏
」
、
嚢
四
年
侍
、
貌
緯
云
「
諸
華

●

　

●

●

●

必
叛
」
。
「
華
」
　
「
夏
」
皆
謂
中
國
也
。
中
國
而
謂
之
　
「
華
夏
」
者
、
「
夏
」

大
也
。
言
有
鵡
儀
之
大
、
有
文
章
之
華
也
。

◇

な
お
前
稿
　
「
二
-
一
　
院
元
以
後
の
校
勘
記
」
節
の
最
後
部
で
次
の
よ
う
に

に
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
実
は
各
注
疏
中
で
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
院
元
以
降
の

「
校
勘
」
　
の
業
績
を
踏
ま
え
た
定
本
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

特
に
吉
川
幸
次
郎
氏
を
主
幹
と
す
る
『
尚
書
正
義
定
本
』
　
へ
の
言
及
が
無

い
の
は
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

[
疏
]
子
日
夷
秋
之
有
君
不
如
諸
夏
之
亡
也
○
正
義
日
、
此
章
言
中
國
稽
義
之

盛
、
而
夷
秋
無
也
。
學
夷
秋
則
戎
攣
可
知
。
「
諸
夏
」
中
國
也
。
「
亡
」
無
也
。

言
夷
秋
錐
有
君
長
、
而
無
稽
義
。
中
國
雌
偶
無
君
、
若
周
・
召
共
和
之
年
、

而
穏
義
不
凝
。
故
日
「
夷
秋
之
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡
也
」
。

○
注
包
日
諸
夏
中
国
○
正
義
日
、
此
及
関
元
年
左
氏
侍
、
皆
言
「
諸
夏
」
。
裏

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

　

●

●

●

四
年
左
侍
、
貌
緯
云
「
諸
華
必
叛
」
。
「
華
」
「
夏
」
皆
謂
中
圃
也
。
中
国
而
謂

之
「
車
」
「
夏
」
者
、
′
「
夏
」
大
也
。
言
有
稽
儀
之
大
、
有
文
章
之
華
也
。

し
か
し
　
「
繁
体
版
」
　
(
三
三
貝
)
　
は
阪
刻
本
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
意
味

が
通
ら
な
い
。
ち
な
み
に
『
春
秋
左
伝
正
義
』
　
(
〓
占
い
a
)
　
に
も
以
下
の
よ
う

に
見
え
る
。

し
か
し
前
稿
作
成
時
に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
す
で
に

「
簡
体
版
」
　
に
も
　
「
尚
書
正
義
定
本
」
　
に
拠
る
校
定
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
今
回
調
べ
て
み
る
と
、
実
に
8
例
を
見
出
し
得
た
の
で
あ
る
　
(
繁

体
版
の
二
二
・
三
二
三
〇
・
;
九
二
七
一
二
七
で
〓
七
二
三
三
貝
)
。
と
こ
ろ
が
ど
う
し
た

こ
と
か
、
当
該
箇
所
を
玩
元
本
に
つ
い
て
当
た
っ
て
み
る
と
、
す
べ
て
い
わ
ゆ

る
　
「
尚
書
正
義
定
本
」
　
に
拠
る
ま
で
も
な
く
、
阪
元
本
は
そ
の
校
定
後
の
通
り

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の

「
尚
書
正
義
定
本
」
　
と
は
果
た
し
て
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も

吉
川
幸
次
郎
氏
『
尚
書
正
義
定
本
』
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
『
尚

書
正
義
定
本
』
に
拠
ら
な
い
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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阿
凪
在
武
丁
時
則
有
若
甘
盤
〔
高
宗
即
位
甘
盤
佐
之
後
有
博
説
〕

●

○
停
高
宗
至
停
説
○
正
義
日
孔
命
篇
高
宗
云
台
小
子
菖
學
干
甘
盤
既
乃
遊

於
荒
野
高
宗
未
立
之
前
巳
有
甘
盤
免
喪
不
言
乃
求
脩
説
明
其
即
位
之
初
有

甘
盤
佐
之
甘
盤
卒
後
有
情
説
…
…
(
尚
書
正
義
l
チ
巴
a
)

『
正
義
』
冒
頭
の
　
「
孔
」
字
は
　
「
説
」
　
字
の
誤
り
で
、
『
尚
書
正
義
定
本
』

で
は
正
し
い
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
句
読
を
施
す
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

●

○
正
義
日
、
説
命
篇
、
高
宗
云
「
台
小
子
菖
學
干
甘
盤
、
既
乃
遊
於
荒
野
」
。

高
宗
未
立
之
前
、
巳
有
甘
盤
。
免
喪
不
言
、
乃
求
博
説
。
明
其
即
位
之
初
、

有
　
「
甘
盤
佐
之
」
。
甘
盤
卒
、
「
後
有
情
説
」
。

し
か
し
「
繁
体
版
」
　
(
至
二
貢
)
は
「
孔
」
字
の
ま
ま
に
標
点
を
施
し
て
い
る
。

吉
川
幸
次
郎
氏
『
尚
書
正
義
定
本
』
・
「
読
尚
書
注
疏
記
」
　
と
同
様
、
加
藤

虎
之
亮
氏
『
周
稽
繹
注
疏
音
義
校
勘
記
上
・
下
』
　
は
、
『
周
稽
疏
』
を
読
む
際

に
は
必
携
の
工
具
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
利
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
一
例
だ
け

挙
げ
よ
う
。

開
田
胃
十
有
二
人
徒
百
有
二
十
人
〔
此
民
給
格
役
者
。
若
今
衛
士
臭
。
胃
讃
如

謂
。
謂
共
有
才
知
鳥
什
長
。
〕

[
疏
]
背
十
至
十
人
○
繹
日
…
…
○
注
此
民
至
什
長
○
秤
目

又
云
胃
讃
如

●

謂
謂
共
有
才
智
烏
什
長
者
案
周
室
之
内
構
育
者
多
謂
若
大
胃
小
菅
背
師
之

類
推
不
篤
什
長
皆
是
有
才
智
之
構
彼
不
讃
従
謂
従
此
讃
可
知
唯
有
追
胃
管

是
伺
樽
盗
賊
非
有
才
智
也
…
…
　
(
周
穏
疏
コ
丁
S
a
)

○
侍
「
高
宗
」
至
「
侍
説
」
　
○
正
義
日
:
乱
倫
篇
高
宗
云
:

「
台
小
千
首
學
干
甘
盤
,
既
乃
遊
於
荒
野
。
」
高
宗
未
立
之
前

巳
有
甘
盤
.
免
喪
不
言
.
乃
求
侍
説
,
明
其
即
位
之
初
,
有
甘

盤
佐
之
.
甘
盤
卒
後
有
侍
説
。
計
侍
説
嘗
有
大
功
,
此
惟
敦

六
人
,
不
言
侍
説
者
,
周
公
貴
所
不
言
.
未
知
其
故
。

こ
の
条
に
つ
い
て
加
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

0

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

-

U

O

周
室
之
内
　
諸
本
同
、
誤
也
、
疏
新
本
室
作
稚
。
殿
何
黄
本
従
之
、
是
也
、

孫
本
改
野
園
孫
本
似
鳥
形
似
之
誤
、
然
未
免
肱
解
、
不
如
従
疏
新
本
之

島
愈
也
、

169

す
な
わ
ち
、
右
の
　
「
室
」
字
は
　
「
稽
」
字
の
誤
り
で
あ
り
、
孫
詮
議
『
周
穏

正
義
』
所
引
が
　
「
官
」
　
字
に
改
め
る
の
は
臆
改
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

こ
の
加
藤
氏
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と
は
、
現
に
　
「
八
行
本
」
　
(
景
印
宋
斬
東
茶
塩

司
本
　
国
立
故
宮
博
物
院
一
九
七
六
年
印
行
)
　
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
こ

れ
に
従
っ
て
句
読
を
施
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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○
注
此
民
至
什
長
○
秤
目

又
云
　
「
背
諌
如
請
、
謂
共
有
才
智
烏
什
長
者
」
。

●

案
周
稽
之
内
、
礪
　
「
背
」
者
多
。
謂
若
大
腎
・
小
菅
・
背
師
之
類
、
錐
不

鳥
什
長
、
皆
是
有
才
智
之
稀
。
彼
不
讃
従
請
、
従
此
讃
可
知
。
唯
有
追
背
、

背
走
伺
樽
盗
賊
、
非
有
才
智
也
。

(
周
鵡
疏
0
1
.
S
a
)

と
こ
ろ
が
　
「
繁
体
版
」
　
で
は
　
「
室
」
字
の
ま
ま
で
あ
る
　
(
一
〇
貢
)
。
し
た
が

っ
て
参
考
に
し
た
は
ず
の
孫
詮
議
『
周
碓
正
義
』
(
ち
な
み
に
『
十
三
経
注
疏
校
紀
』

で
は
な
い
。
念
の
た
め
。
)
　
の
改
定
　
(
加
藤
氏
の
い
わ
ゆ
る
肱
解
)
　
に
も
気
づ
い
て

い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
句
読
に
は
誤
り
が
有
る
よ
う
で
あ
る
。

り
、
こ
こ
で
は
引
用
範
囲
の
指
摘
の
誤
り
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

圀
始
殺
而
嘗
〔
建
酉
之
月
、
陰
気
始
殺
、
嘉
穀
始
熟
。
故
薦
嘗
於
宗
廟
。
〕

[
疏
]
注
建
酉
至
宗
廟
○
正
義
日
嘗
者
薦
於
宗
廟
以
嘗
新
島
名
知
必
待
嘉
穀
熟

乃
烏
之
也
詩
稀
八
月
其
穫
穫
刈
嘉
穀
在
於
八
月
知
始
殺
鳥
建
酉
之
月
陰
気

●

始
殺
也
繹
例
日
詩
東
西
蒼
蒼
白
露
鳥
霜
以
詑
始
殺
百
草
也
月
令
孟
秋
白
露

降
季
秋
霜
始
降
然
則
七
月
有
白
露
八
月
露
結
九
月
乃
成
霜
時
寒
乃
漸
歳
事

稗
成
八
月
嘉
穀
熟
所
帯
之
物
備
故
以
建
酉
之
月
薦
嘗
於
宗
廟
。
…
…

今
膚
士
」
者
,
衛
士
亦
鎗
揺
役
.
故
學
漠
法
況
之
。
又
云
「
背

諌
如
清
,
討
共
有
オ
智
.
馬
什
長
」
者
.
案
:
周
室
之
内
科

「
膏
」
者
.
多
清
若
大
骨
、
小
菅
、
晋
師
之
類
.
踵
不
満
什
長
,
皆

是
有
オ
智
之
科
。
彼
不
潰
従
蘭
.
従
此
諌
可
知
。
唯
有
追

膏
,
膏
是
伺
挿
盗
賊
,
非
有
オ
智
也
。
揚
肺
蛛
沐
E
「
以
須
」
.

◇

前
稿
「
二
-
二
　
語
法
と
校
勘
」
の
節
で
挙
げ
た
圀
(
春
秋
正
義
-
い
・
〇
旨

・
簡
体
版
讐
・
繁
体
頂
喜
・
岡
回
二
億
票
至
】
a
・
簡
体
版
封
百
・
繁
体

版
≡
頁
)
　
の
例
は
、
「
繁
体
版
」
　
に
も
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
続
く
「
二
-
三
　
誤
刻
と
句
読
」
の
節
に
挙
げ
た
三
例
、
岡
田
～
岡
田

も
ま
た
　
「
繁
体
版
」
　
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
。

そ
こ
で
、
『
春
秋
正
義
』
か
ら
も
う
一
例
　
(
O
P
ー
さ
)
、
誤
刻
に
も
と
づ
く
誤

右
の
　
「
日
」
字
は
　
「
引
」
　
字
の
誤
刻
で
あ
る
。
こ
れ
を
修
正
し
て
句
読
を
施

す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

正
義
日
、
「
嘗
」
　
者
薦
於
宗
廟
、
以
嘗
新
馬
名
、
知
必
待
嘉
穀
熟
乃
鳥
之

也
。
詩
稀
「
八
月
其
穫
」
。
穫
刈
嘉
穀
、
在
於
八
月
、
知
「
始
殺
」
烏
「
建

●

酉
之
月
、
陰
気
始
殺
」
也
。
繹
例
引
詩
　
「
東
西
蒼
蒼
、
白
露
鳥
霜
」
、
以

記
始
殺
百
草
也
。
月
令
　
「
孟
秋
白
露
降
」
、
「
季
秋
霜
始
降
」
。
然
別
七
月

有
白
露
、
八
月
露
結
、
九
月
乃
成
霜
。
時
寒
乃
漸
、
歳
事
相
成
。
八
月
嘉

穀
熟
、
所
薦
之
物
備
、
故
以
　
「
建
酉
之
月
」
、
「
薦
嘗
於
宗
廟
」
。

と
こ
ろ
が
　
「
繁
体
版
」
　
(
一
九
六
貝
)
　
は
「
日
」
字
の
ま
ま
に
標
点
を
施
し
て
い

る
た
め
、
『
繹
例
』
　
の
文
章
を
こ
こ
に
引
用
し
た
最
後
ま
で
と
見
な
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
『
正
義
』
　
の
地
の
文
章
で
あ
る
。

170
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也
?
貢
、
服
以
等
馬
連
.
故
杜
従
之
也
。
始
殺
而
嘗
.
建

酉
之
月
.
陰
気
始
殺
.
嘉
穀
始
熟
,
故
薦
嘗
於
宗
廟
。
　
【
疏
】

注
「
建
酉
」
至
「
宗
廟
」
。
　
○
正
義
日
:
嘗
者
,
薦
於
宗
廟
.

以
嘗
新
属
名
.
知
必
待
嘉
穀
熟
乃
薦
之
也
。
辟
科
「
八
月
共

棲
」
,
穫
刈
嘉
穀
在
於
人
月
。
知
始
殺
薦
建
酉
之
月
陰
気
始

殺
也
。
搾
例
日
:
「
前
r
兼
覆
蒼
蒼
.
白
露
為
霜
」
.
以
遼
始
殺

百
草
也
。
姻
洛
r
孟
秋
白
露
降
≡
季
秋
霜
姐
降
し
,
然
則
七

月
有
白
露
.
八
月
露
結
,
九
月
乃
成
霜
,
時
寒
乃
漸
,
歳
事
梢

成
。
八
月
嘉
穀
熟
,
所
薦
之
物
借
.
故
以
建
酉
之
月
薦
嘗
於

宗
廟
。
」
案
滑
玲
孟
秋
「
農
乃
登
穀
,
天
子
嘗
新
.
先
薦
寝
廟
」
,

◇

前
稿
「
三
　
書
名
の
確
定
」
で
挙
げ
た
岡
山
～
固
ま
で
の
6
例
は
、
い
ず

れ
も
「
繁
体
版
」
　
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
　
「
四
　
侠
書
の

引
用
部
分
の
確
定
」
の
阿
国
丁
園
も
同
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
稽
記
正
義
』
中
か
ら
、
誤
字
　
(
引
用
間
違
い
?
)
　
に
よ

る
引
用
部
分
の
確
定
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。
い
さ
さ
か
長
文

で
あ
る
が
、
前
半
に
許
憤
『
五
経
異
義
』
と
鄭
玄
の
『
駁
五
経
異
義
』
を
引
用

し
た
上
で
の
議
論
で
あ
る
　
(
O
u
も
ざ
)
。

岡
田
刑
不
上
大
夫
〔
不
興
賢
者
犯
法
。
共
犯
法
、
則
在
八
議
軽
重
、
不
在
刑
書
。
〕

○
注
不
興
至
刑
書
○
正
義
日
、
…
…
異
義
稽
叙
説
刑
不
上
大
夫
古
周
種
説
士
戸

璋
諸
市
大
夫
戸
璋
諸
朝
是
大
夫
有
刑
許
慎
謹
案
易
日
鼎
折
足
覆
公
錬
其
刑
渥
凶

無
刑
不
上
大
夫
之
事
従
周
蔵
之
説
鄭
康
成
駁
之
云
凡
有
爵
者
輿
王
同
族
大
夫
以

上
適
旬
師
氏
令
人
不
見
是
以
云
刑
不
上
大
夫
如
鄭
之
言
則
於
戴
蔵
及
周
種
二
説

倶
合
但
大
夫
罪
未
定
之
前
則
皆
在
八
議
此
脛
注
是
也
若
罪
巳
定
格
刑
殺
則
適
旬

●

師
氏
是
也
凡
王
朝
大
夫
以
上
及
王
之
同
姓
皆
刑
之
於
旬
師
氏
故
掌
敬
云
凡
有
爵

者
及
王
之
同
族
有
罪
則
死
刑
焉
是
也
若
王
之
庶
姓
之
士
及
諸
侯
大
夫
則
致
於
朝

故
襲
二
十
二
年
楚
殺
令
芦
子
南
戸
諸
朝
是
大
夫
於
朝
也
列
國
大
夫
入
天
子
之
國

日
某
士
明
天
子
之
士
亦
在
朝
也
諸
侯
大
夫
既
在
朝
則
諸
侯
之
士
在
市
故
檀
弓
云

君
之
臣
不
免
於
罪
別
格
璋
諸
市
朝
鄭
云
大
夫
於
朝
士
於
市
是
也

こ
れ
に
つ
い
て
吉
川
幸
次
郎
氏
　
「
稽
記
注
疏
曲
稽
篇
校
記
」
　
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
　
(
句
読
点
等
は
筆
者
に
よ
る
)
。

故
掌
致
云
凡
有
爵
者
及
王
之
同
族
有
罪
則
死
刑
焉
是
也
　
「
致
」
疑
営
作
　
1
7

「
囚
」
、
「
族
」
　
下
疑
脱
　
「
奉
而
適
旬
師
氏
以
待
刑
殺
旬
師
云
王
之
同
姓

有
罪
」
　
十
七
字
。

思
う
に
、
吉
川
氏
の
校
紀
は
、
『
周
蔵
』
　
の
天
官
　
「
旬
師
」
　
職
、
秋
官
「
掌

囚
」
　
「
掌
戟
」
　
職
の
本
文
が
以
下
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
、
ま
た
文

脈
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
こ
こ
に
誤
字
と
脱
文
が
有
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
嘩
掌
帥
其
属
而
耕
帝
王
籍
、
以
時
人
之
、
以
共
齋
盛
。
祭
輿
共
蕎

茅
、
共
野
果
菰
之
薦
。
喪
事
、
代
王
受
曽
我
。
王
之
同
姓
有
事
、
則
死
刑

蘭
。
帥
其
徒
以
薪
蒸
、
役
外
内
壁
之
事
。

闇
哩
掌
守
盗
賊
凡
囚
考
上
罪
桔
而
拳
桂
、
中
罪
桂
棺
、
下
罪
棺
。
王
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之
同
族
拳
、
有
爵
者
種
、
以
待
弊
罪
。
及
刑
殺
、
告
刑
干
王
、
奉
而
適
朝

士
、
加
明
棺
、
以
適
市
而
刑
殺
之
。
凡
有
爵
者
輿
王
之
同
族
、
奉
而
適
旬

師
氏
以
待
刑
殺
。

園
掌
斬
殺
賊
諜
而
挿
之
。
凡
殺
其
親
者
焚
之
、
殺
王
之
親
者
事
之
。

凡
殺
人
者
、
踏
諸
市
、
璋
之
三
日
、
刑
盗
干
市
。
凡
罪
之
麗
於
凄
者
亦
如

之
。
唯
王
之
同
族
輿
有
爵
者
、
殺
之
千
句
師
氏
。
凡
軍
旅
田
役
斬
殺
刑
教

亦
如
之
。
塁
者
使
守
門
、
則
者
使
守
関
、
宮
者
使
守
内
、
別
者
使
守
固
、

髭
者
使
守
積
。

吉
川
氏
の
校
定
は
い
さ
さ
か
大
胆
な
も
の
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ
れ
に

従
っ
て
句
読
を
施
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

○
注
不
興
至
刑
書
○
正
義
日
、
…
…
異
義
「
祀
戴
説
、
『
刑
不
上
大
夫
』
。

古
周
稽
説
、
『
士
戸
璋
諸
市
、
大
夫
戸
璋
諸
朝
』
。
是
大
夫
有
刑
。
許
慎

謹
案
、
易
日
『
鼎
折
足
、
覆
公
錬
、
其
刑
握
、
凶
』
、
無
『
刑
不
上
大
夫
』

之
事
。
従
周
鵡
之
説
」
。
鄭
康
成
駁
之
云
、
「
凡
有
爵
者
輿
王
同
族
、
大

夫
以
上
適
旬
師
氏
、
令
人
不
見
。
是
以
云
『
刑
不
上
大
夫
』
」
。
如
鄭
之

言
、
則
於
戴
稽
及
周
稽
二
説
倶
合
。
但
大
夫
罪
未
定
之
前
、
則
皆
在
八
議
。

此
脛
注
、
是
也
。
若
罪
巳
定
格
刑
殺
、
則
適
旬
師
氏
、
是
也
。
凡
王
朝
大

●

夫
以
上
及
王
之
同
姓
、
皆
刑
之
於
旬
師
氏
。
故
事
囚
云
、
「
凡
有
爵
者
及

王
之
同
族
司
瑚
圃
旬
l
醐
由
、
凶
相
刑
樹
」
、
嘲
珂
司
「
剖
剖
刷
姐
有
罪
、

則
死
刑
焉
」
　
是
也
。
若
王
之
庶
姓
之
士
及
諸
侯
大
夫
、
則
教
於
朝
。
故
裏

二
十
二
年
、
「
楚
殺
令
芦
子
南
、
戸
諸
朝
」
、
是
大
夫
於
朝
也
。
列
國
大

夫
入
天
子
之
國
日
某
士
、
明
天
子
之
士
亦
在
朝
也
。
諸
侯
大
夫
既
在
朝
、

則
諸
侯
之
士
在
市
。
故
檀
弓
云
「
君
之
臣
不
免
於
罪
、
別
格
噂
話
市
朝
」
。

鄭
云
　
「
大
夫
於
朝
、
士
於
市
」
　
是
也
。
(
穏
記
疏
O
Y
O
ざ
)

こ
れ
に
対
し
て
　
「
繁
体
版
」
　
は
　
「
掌
教
」
　
の
ま
ま
に
標
点
を
施
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
一
章
致
」
職
に
該
当
す
る
文
章
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
、

引
用
符
号
は
付
け
て
い
な
い
　
(
緒
記
正
義
　
圭
・
九
四
頁
)
。

之
事
,
従
洞
櫨
之
説
。
」
鄭
康
成
駁
之
云
:
「
凡
有
爵
者
,
輿
王

同
族
。
大
夫
以
上
e
連
句
師
氏
,
今
人
不
見
.
是
以
云
刑
不

上
大
夫
。
」
如
鄭
之
言
,
則
於
圃
櫨
及
用
地
二
説
倶
合
,
但
大

夫
罪
未
定
之
前
,
則
皆
在
八
議
,
此
鐙
注
是
也
。
若
罪
巳
定
.

婿
刑
殺
.
則
連
句
師
氏
是
也
。
凡
王
朝
大
夫
以
上
及
王
之
同

姓
.
皆
刑
之
於
旬
師
氏
.
故
薛
飲
云
.
凡
有
爵
者
及
王
之
同
族

有
罪
,
則
死
刑
焉
,
是
也
。
若
王
之
庶
姓
之
士
.
及
諸
侯
大

夫
.
則
戟
於
朝
。
故
稟
二
十
二
年
.
楚
殺
今
戸
子
南
,
戸
諸

朝
,
是
大
夫
於
朝
也
。
列
國
大
夫
入
天
子
之
國
日
某
士
,
明

天
子
之
士
亦
在
朝
也
。
諸
侯
大
夫
既
在
朝
,
則
諸
侯
之
士
在

市
.
故
握
汚
云
:
「
君
之
臣
不
免
於
罪
,
則
牌
璋
諸
市
朝
。
」
鄭

云
大
夫
於
朝
.
士
於
市
.
是
也
。
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◇

前
稿
「
五
　
嘉
慶
本
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
誤
刻
一
覧
」
　
で
は
嘉
慶
本
の
誤
刻
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と
道
光
重
刊
本
に
よ
る
補
正
の
例
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
　
「
簡
体
版
」
が
重
刊

本
以
降
の
版
本
を
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
ず
「
重
刊
本
で
訂
正
さ
れ

て
い
る
例
」
、
後
に
　
「
阪
本
の
誤
刻
の
例
」
　
を
挙
げ
、
「
簡
体
版
」
　
の
補
正
の

部
分
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
こ
れ
ら
を
「
繁
体
版
」
　
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

お
お
む
ね
　
「
簡
体
版
」
　
の
場
合
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
注

目
す
べ
き
は
「
繁
体
版
」
　
の
段
階
に
お
け
る
若
干
の
修
正
の
箇
所
も
見
出
し
得

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
前
回
の
筆
者
の
見
落
と
し
て
い
る
箇
所
も
ま
た
判
明
し

た
。
以
下
、
前
稿
か
ら
該
当
す
る
部
分
の
み
を
摘
録
し
、
そ
の
後
に
◎
印
を
施

し
て
解
説
・
補
正
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

阪
本
の
誤
刻
の
例

・
告
於
諸
侯
(
-
?
】
寺
巴
「
於
」
字
は
「
干
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
間
於
両
社
　
(
〓
.
〇
∽
b
⊥
)
　
「
於
」
字
は
　
「
干
」
字
の
誤
刻
。
◆

◎
右
の
2
例
、
悶
関
田
は
「
於
」
字
に
作
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
回
門
田

が
訂
正
し
た
の
で
は
な
く
、
単
に
簡
体
字
に
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。

・
吉
凶
何
従
而
生
　
(
-
サ
ー
許
・
巴
　
「
何
」
字
は
　
「
所
」
　
字
の
誤
刻
。

◎
洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
詰
』
所
引
で
は
誤
っ
て
い
な
い
が
、
圀
・
田
と
も
に

こ
れ
を
見
落
と
し
て
い
る
。

刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
例

二
一
十
三
日
有
丙
戊
　
(
3
.
等
.
巴
　
阪
本
は
　
「
三
」
字
を
　
「
二
」
字
に
、
「
有
」

字
を
「
在
」
字
に
誤
刻
。
重
刊
本
は
「
三
」
字
の
み
訂
正
。
目
は
「
二

十
三
日
在
丙
戊
」
、
つ
ま
り
嘉
慶
本
の
ま
ま
。

◎
「
嘉
慶
本
」
　
は
　
「
重
刊
本
」
　
の
誤
記
で
あ
っ
た
。

・
服
虔
以
鳥
祝
典
司
徒
算
　
(
い
チ
ー
O
b
.
こ
　
「
算
」
字
は
　
「
等
」
字
の
誤
刻
。

・
五
等
之
宣
　
(
い
ア
ー
診
.
〕
)
　
「
宣
」
字
は
　
「
聾
」
字
の
誤
刻

◎
こ
の
2
例
は
前
稿
に
記
載
す
る
の
を
漏
ら
し
た
も
の
。

・
壬
申
朝
子
武
官
(
章
○
ギ
巴
「
官
」
字
は
「
宮
」
字
の
誤
湖
。
日
凶
は

「
官
」
字
の
ま
ま
。

◎
同
国
は
訂
正
し
て
い
る
。
「
繁
体
版
」
の
段
階
に
お
け
る
修
正
で
あ
る
。

・
服
度
云
言
室
屋
皆
接
撤
　
(
-
仇
・
O
等
.
巴
　
「
撤
」
　
字
は
　
「
撤
」
字
の
誤
刻
。

・
耳
助
包
也
　
(
-
仇
⊥
O
b
ム
)
　
「
包
」
字
は
　
「
句
」
　
字
の
誤
刻
。

◎
右
の
2
例
は
、
題
・
閻
と
も
に
誤
ら
ず
。
「
◆
」
を
付
す
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
筆
者
の
見
落
と
し
。

・
蓋
以
玉
飾
櫻
之
朱
耳
　
(
-
?
N
訂
.
」
)
　
「
朱
」
　
字
は
　
「
末
」
字
の
誤
刻
。

◎
琶
・
匠
と
も
末
孫
弘
還
『
校
記
』
に
従
っ
て
訂
正
済
み
。
「
◆
」
を
付
す

べ
き
と
こ
ろ
の
筆
者
の
見
落
と
し
。
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・
則
魯
被
尊
而
賓
稽
薦
也
　
(
】
写
⊥
茅
も
)
　
「
薦
」
　
字
は
　
「
薦
」
　
字
の
誤
刻
。
◆

(
日
田
は
「
芳
」
字
に
誤
植
。
)

◎
「
芹
」
字
は
「
薦
」
字
の
簡
体
字
で
あ
る
が
、
繁
体
字
と
し
て
の
　
「
芹
」

字
も
有
る
の
で
、
「
誤
植
」
と
見
な
し
た
。
し
た
が
っ
て
　
「
◆
」
は
不
要
。
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・
受
事
子
朝
(
い
甲
呂
官
-
○
)
　
「
子
」
字
は
　
「
干
」
字
の
誤
刻

◎
田
・
臼
と
も
に
誤
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
「
◆
」
を
付
す
べ
き
と
こ
ろ
。

・
三
人
而
巳
　
(
旨
・
3
7
℃
　
「
三
」
字
は
　
「
二
」
字
の
誤
刻
。

◎
右
の
2
例
は
凶
・
固
と
も
に
誤
ら
ず
、
ま
た
道
光
本
も
訂
正
済
み
で
あ
っ

・
愛
脅
而
立
　
(
会
.
〇
-
a
⊥
○
)
　
「
愛
」
字
は
　
「
迫
」
字
の
誤
刻
。
◆

◎
前
稿
の
「
愛
」
字
は
外
字
フ
ォ
ン
ト
の
打
ち
間
違
い
で
、
正
し
く
は
「
廻
」

字
で
あ
る
。

た
。
し
た
が
っ
て

刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る

に
挙
げ
る
べ
き
も
の
。

・
或
以
始
至
　
(
巴
⊥
ふ
す
巴
　
「
至
」
　
字
は
　
「
致
」
字
の
誤
刻
。
◆

◎
田
・
固
と
も
に
「
至
」
字
。
し
た
が
っ
て
「
◆
」
は
不
要
で
あ
る
。

・
吉
成
輿
彼
倶
是
大
夫
　
(
い
・
S
a
.
巴
　
「
失
」
字
は
　
「
我
」
字
の
誤
刻
。

◎
前
稿
で
の
記
載
漏
れ
。

・
今
侍
云
玄
孫
　
(
い
乎
巴
a
・
巴
　
「
玄
」
字
は
　
「
曾
」
字
の
誤
刻
。

◎
日
間
閏
は
洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
詰
』
に
従
い
訂
正
し
て
い
る
。

又
鰐
公
　
(
畠
⊥
夢
色
　
「
又
」
字
は
　
「
乃
」
字
の
誤
刻
。

菩
親
推
之
　
(
怠
.
-
訂
.
巴
　
「
吾
」
字
は
　
「
君
」
字
の
誤
刻
。

◎
右
の
2
例
、
洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
詰
』
所
引
で
は
誤
っ
て
い
な
い
が
、
団

・
圀
と
も
に
見
落
と
し
て
い
る
。

・
活
洗
之
鐘
　
(
怠
・
拭
a
・
-
○
)
　
「
括
」
字
は
　
「
姑
」
字
の
誤
刻
。

◎
悶
開
田
は
訂
正
し
て
い
る
。
前
稿
で
は
記
載
漏
れ
。

・
以
王
如
平
時
　
(
い
?
-
O
a
-
○
)
　
「
時
」
字
は
　
「
時
」
字
の
誤
刻
。

◎
前
稿
で
の
記
載
漏
れ
。

林
楚
怒
焉
　
(
訟
⊥
ざ
ふ
)
　
「
焉
」
字
は
　
「
馬
」
字
の
誤
刻
。

◎
国
は
洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
話
』
に
従
い
訂
正
し
て
い
る
。

・
一
也
二
名
也
　
(
詮
.
〇
-
b
ム
)
　
上
の
　
「
也
」
字
は
　
「
地
」
字
の
誤
刻
。

・
呉
所
管
軍
之
房
　
(
い
や
】
〇
b
.
↓
)
　
阪
刻
本
は
　
「
軍
」
字
を
　
「
車
」
字
に
誤
刻
。

◎
右
の
2
例
は
臼
・
冠
と
も
に
誤
ら
ず
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
「
◆
」
を
付

す
べ
き
と
こ
ろ
、
前
稿
の
記
載
漏
れ
で
あ
っ
た
。
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◇

と
こ
ろ
で
こ
の
た
び
検
討
し
た
こ
の
　
「
繁
体
版
」
　
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
台
湾

の
新
文
竪
出
版
公
司
よ
り
、
「
中
華
叢
書
」
　
と
し
て
　
「
十
三
経
注
疏
分
段
標
鮎

′

本
」
　
(
国
立
編
譚
館
主
霜
)
　
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
事
業
が
並
行
し
て

実
施
さ
れ
た
事
実
を
前
に
し
て
、
中
国
に
お
け
る
経
書
の
占
め
る
位
置
の
重
大

さ
を
改
め
て
認
識
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
筆
者
は
ま
だ
こ
の
「
分
段
標
鮎
本
」

を
入
手
し
て
い
な
い
が
、
次
集
の
札
記
　
(
六
)
　
で
こ
れ
を
取
り
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
本
稿
は
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)




